
群馬県太田市世良田町 

０.１～５％未満

消化器 悪心・嘔吐、腹部膨満感

【禁 忌】（次の患者には投与しないこと）

１．急性腹症が疑われる患者
〔症状を悪化させるおそれがある。〕

２．重症の硬結便のある患者
〔症状を悪化させるおそれがある。〕

【組成・性状】
１．組成
本剤は、１g中にカルメロースナトリウム７５０�を含有す
る白色～帯黄白色の顆粒状細末である。
添加物としてクエン酸水和物、サッカリンナトリウム水
和物、炭酸マグネシウム、香料を含有する。

２．製剤の性状
本剤は、白色～帯黄白色の顆粒状細末である。

【効能・効果】
便秘症

【用法・用量】
カルメロースナトリウムとして、通常成人１日１.５～６g
（本剤２.０～８.０g）を、多量の水とともに、３回に分割
経口投与する。
なお、年齢、症状により適宜増減する。

【使用上の注意】
１．副作用
総症例８９８例中、３５例（３.９０％）の副作用が報告され
ている。（再評価結果時）

２．妊婦、産婦、授乳婦等への投与
妊婦又は妊娠している可能性のある婦人には、大量
投与を避けること。
〔子宮収縮を誘発して流早産の危険性がある。〕

３．小児等への投与
小児に対する安全性は確立していない（使用経験が
少ない）。

４．適用上の注意
�服用時
多量（コップ１杯以上）の水とともに経口投与す
ること。

�服用期間
便秘の矯正にはある程度の日数と訓練を必要とす
るので、便塊が排泄されても短時日で投与を中止
せず、規則正しい排泄が出来るようになるまで投
与を続けることが望ましい。

【臨床成績】
臨床効果
常習性及び慢性便秘、術後の排便困難等８９８例を対象とした
一般臨床試験において本剤の有用性が認められている。

（��）

【薬効薬理】
１．硬化便を物理的に軟便化する
本剤は消化管でほとんど消化吸収されず、同時に服用し
た水とともに腸内で粘性のコロイド液となり、便塊に浸
透して容積を増大させ、腸壁に物理的刺激を与えて無理な
く排便させる。このため、肥満者や糖尿病患者等の便秘に
用いることができ、作用は１２～２４時間以内に発現するが、
最大効果は２～３日連続投与した後にあらわれる。

（���）
２．下腹・肛門部に負担をかけない
下痢便でなく、軟便として排泄されるため、排便時の下
腹部疼痛がなく、また怒嘖する必要がないため、肛門を
刺激することなく痔疾患者にも使用できる。 （�）

【有効成分に関する理化学的知見】
一 般 名：カルメロースナトリウム（Carmellose Sodium）
物理化学的性状：

カルメロースナトリウムは白色～帯黄白色の粉
末又は粒で、味はない。
本品はメタノール、エタノール（９５）、酢酸（１００）
又はジエチルエーテルにほとんど溶けない。
本品は水又は温湯を加えるとき、粘稠性のある
液となる。
本品は吸湿性である。

【包 装】
バルコーゼ顆粒７５％ ………………………………１００g・１�
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〔貯 法〕 室温保存
開栓後は湿気を避けて保存すること（吸湿により着色
することがある）。

〔使用期限〕 ラベルに表示の使用期限内に使用すること。
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